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キッチンの電動化 

 ＩＨ調理器や照明だけではなく、引出や特に吊戸棚のフラップ扉の電動化が標準

装備されていました。電動化に遅れたキッチンメーカーは今後生き残れないのではな

いかという予感が現実のものとなりました。 

ハンドルや取っ手が無いデザインがトレンドとなっており、それをベースに各社それぞ

れが素材や色、厚みの違いによりオリジナリティを追い求めているようでした。 

「ハンドルフリー＆電動化」がデザインの自由度を生み出すということでしょう。 

 

吊戸 

 「ハンドルフリー＆電動化」により感度の良い素材を使用できるようになり、吊戸棚

についても大型で素材を見せ、感触を確かめることのできるタイプの扉が主流を占め

ていました。そのデザインを実現するために必要な要素として、ブルム社の４種類のア

ベントス（ＨＦ，ＨＳ，ＨＬ，ＨＫ）がほとんどの場面で使用されておりました。 

また、電動式のサーボドライブアベントスにより、さらに個性的に表現する出展者

が数多く見られ、ブースではデザインだけでなく顧客に感動を与えていました。まさに

お客様のブランド構築のためのアベントスといった感じでした。 

 

引出し 

 前回と同様に出展していた多くのキッチンメーカーでブルム社引出レールが採用さ

れていました。中でもレグラボックスが引き出しの主流となっており、各出展者がさら

に自由な発想を表現することができていました。機能性のみならずデザインの自由

度の高まりに対応することによって感動すら呼び起こすブルム社のレールが数多く採

用されていました。 

この流れは日本でも必ず追随する動きになると思われますので、商品構成のバリ

エーションとして最上級クラスではレグラボックスをいち早くご検討下さい。 

 

開き扉 

 ブルモーションが内蔵されたクリップトップブルモーションが標準装備され、キャビネッ

ト内部のでっぱりがなくなり、デザインが洗練されていました。更に今回はダークカラー

の色使いのヒンジや、ヒンジを使用したユニークなデザインも展示されていました。実

力的には世界一のヒンジを使用しながら、ブルム社ではここでもデザインを追求して

いただけるようになっております。 

 

カウンタートップ 

 ほとんどの出展者がデザインを表現する場所として、カウンタートップとそれと同素

材を用いたキッチンパネルとのコンビネーションに重きを置いていました。中でもクォーツ

やマーブルを使った天然石に近い素材が多種多様な雰囲気を演出し、訪問者を

飽きさせない展示となっておりました。 

 

以上、速報ですが、それぞれにデニカにてお手伝いさせていただきます。 

 4月にイタリアのミラノで開催されたミラノ・サローネ 2024を視察してきました。今年はユーロク

チーナというキッチンの展示会も共催されており、来場者数は 36 万人でした。ブルム社の出展はあり

ませんでしたが、速報として最新のキッチントレンドを報告します。 

  

  

  


